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1
－
用
字
・
語
法
上
の
漢
文
和
化
に
つ
い
て
　
ー

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
問
題
の
所
在
と
考
察
の
方
法

二
、
否
定
表
現
に
用
い
ら
れ
る
語

三
、
不
・
未
・
否
に
つ
い
て

四
、
非
に
つ
い
て

五
、
勿
・
美
・
無
・
元
に
つ
い
て

む
す
び

田
　
　
中
　
　
雅

ロイ芥
つ

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
の
判
断
を
表
わ
す
語
に
つ
い
て
、
そ
の
用
字
と
語
法
の
特
徴
・
国
語
助
動
詞
と
の
関
係
等
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
文
・
漢
語
が
和
化
さ
れ
る
事
情
や
漢
語
と
和
語
と
の
間
で
相
互
に
行
わ
れ
る
受
容
の
関
係
等
の
一
端
を
捉
え
る
手

懸
り
と
し
た
い
。

和
化
漢
文
は
、
漢
文
と
い
う
文
章
様
式
に
よ
り
な
が
ら
、
漢
字
を
用
い
て
日
本
語
と
し
て
の
文
章
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
語
法

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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や
用
字
・
用
語
等
に
於
て
、
純
漢
文
・
漢
文
訓
読
文
・
和
文
の
三
文
体
の
位
相
語
が
混
在
し
、
更
に
和
化
漢
文
特
有
の
も
の
も
有
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
は
、
所
謂
〝
書
記
用
漢
字
″
で
あ
り
、
純
漢
文
或
は
そ
れ
を
志
向
し
た
漢
文
の
漢
字
（
訓
読
用
漠

（1）

字
）
と
は
、
用
字
法
及
び
そ
の
背
景
に
あ
る
訓
に
於
て
、
体
系
を
異
に
す
る
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
和
化
漢
文
に
お
け
る
用
字
と
語
法
と
を
主

に
問
題
に
し
よ
う
と
思
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
に
つ
い
て
訓
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
措
く
が
、
訓
と
の
関
係
が
極
め
て
密
接
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
語
法
等
に
於
て
も
、
和
語
を
背
景
と
し
た
和
化
漢
文
語
（
書
記
用
漢
字
）
と
漢
語
（
訓
読
用
漢
字
）
と
は
体
系
を

異
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
で
ま
ず
、
書
記
用
漢
字
の
訓
の
体
系
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
先
学
の
御
高
論
か
ら
、
本
稿
と
の
関
係
で
、
次
の
点
を
特
に
確
認
し
て

お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
「
各
辞
に
当
る
漢
字
は
〓
疋
し
て
」
お
り
、
「
〓
走
の
訓
字
は
、
一
の
テ
ニ
ヲ
ハ
を
表
す
の
を
原
則
と
す
る
」
の
で
（2）

あ
り
、
大
綱
と
し
て
は
、
書
記
用
漢
字
は
「
〓
走
の
漢
字
が
、
〓
正
の
テ
ニ
ヲ
ハ
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

和
化
漢
文
が
日
本
語
と
し
て
の
文
章
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
或
る
漢
字
は
〓
疋
の
和
語
を
書
記
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
和
文
の
語
法
と
も
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
。
本
稿
で
問
題
と
す
る
否
定
表
現
に
か
か
わ
る
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
和
文
に
用
い

ら
れ
る
否
定
作
用
を
表
す
語
の
種
類
や
機
能
・
変
遷
等
も
、
和
化
漢
文
の
漢
字
の
用
字
や
語
法
に
反
映
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
、

漢
文
・
漢
語
が
和
化
さ
れ
、
或
は
和
文
・
和
語
と
の
間
で
相
互
に
受
容
が
行
わ
れ
る
実
態
や
、
そ
の
影
響
・
関
係
が
捉
え
得
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、
問
題
の
所
在
と
考
察
の
方
法

問
題
と
し
た
い
事
の
中
心
は
既
に
述
べ
た
通
り
、
純
漢
文
・
漢
文
訓
読
文
・
和
文
の
三
文
体
と
和
化
漢
文
と
の
相
互
の
影
響
や
受
容
の
関

係
等
で
あ
る
が
、
漢
文
の
側
か
ら
の
影
響
と
和
文
の
側
か
ら
の
影
響
と
の
両
極
を
考
え
た
上
で
、
語
法
の
点
で
は
主
に
和
文
の
側
か
ら
の
影

響
関
係
を
考
え
な
が
ら
進
め
て
行
く
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
和
文
に
お
け
る
ナ
シ
に
打
消
し
の
言
い
方
が
出
る
の
が
、
古
代
語
と



近
代
語
と
の
一
つ
の
さ
か
い
め
で
あ
り
、
否
定
表
現
と
し
て
の
ナ
シ
の
用
法
は
院
政
・
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
生
じ
発
達
し
て
き
た
も
の
で
あ
る

（3）

と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
更
に
ま
た
、
和
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
変
遷
を
見
る
と
き
、
本
来
非
存
在
の
表
現
で
あ
っ
た
ア
ラ
ズ
（
ア

リ
の
否
定
形
）
と
ナ
シ
（
ア
リ
の
反
対
語
）
と
が
意
味
的
に
等
価
値
と
な
り
、
ナ
シ
の
用
法
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
否
定
表
現
に
も
用
い
ら
（4）

れ
る
と
い
う
変
遷
過
程
が
あ
り
、
そ
れ
は
否
定
の
補
助
用
言
が
ア
ラ
ズ
か
ら
ナ
シ
へ
交
替
し
た
現
象
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
の
指
摘
な

ど
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
う
い
う
言
語
事
象
が
、
漢
文
・
漢
語
の
和
化
乃
至
和
化
漢
文
と
和
文
と
の
間
の
受
容
関
係
の
如
き
も
の
と
し
て
、

和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
「
非
」
や
「
無
」
等
と
の
か
か
わ
り
の
上
に
も
反
映
さ
れ
、
そ
の
一
端
を
窺
い
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
調
査
対
象
と
す
る
和
化
漢
文
資
料
は
、
そ
の
一
部
の
限
定
的
な
調
査
し
か
な
し
得
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
事
項
と
の

関
係
か
ら
主
に
次
の
条
件
を
基
準
に
選
出
し
た
。
ま
ず
、
先
述
の
和
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
変
遷
と
の
関
わ
り
を
見
た
い
の
で
、
上
代
か

ら
中
世
ま
で
に
成
っ
た
資
料
の
中
か
ら
各
時
代
に
亙
る
べ
く
選
出
し
た
。
次
に
、
漢
文
様
式
に
よ
っ
て
日
本
語
の
文
章
を
表
記
し
た
も
の
で
、

純
漢
文
の
作
成
を
志
向
し
っ
つ
も
和
習
を
含
む
も
の
と
、
国
語
文
の
作
成
を
志
向
し
純
漢
文
と
は
異
な
る
文
体
上
の
独
自
の
特
徴
を
有
す
る

も
の
と
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
。
ま
た
、
文
体
上
の
性
格
や
文
章
内
容
も
考
慮
し
、
純
漢
文
の
文
章
を
規
範
と
し
た
文
体
を
基
調
と

し
た
り
そ
の
色
彩
が
漬
か
っ
た
り
す
る
も
の
と
、
日
本
語
の
表
現
と
し
て
の
実
用
文
体
の
色
彩
の
濃
い
も
の
と
の
双
方
が
入
る
よ
う
に
し
た
。

文
章
内
容
に
つ
い
て
も
、
そ
の
表
現
意
図
の
相
違
に
よ
っ
て
言
語
の
性
格
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
同
一
種
の
も
の
に
偏
ら
ぬ
よ
う
に

配
慮
し
た
。
例
え
ば
、
依
拠
す
べ
き
文
章
が
既
に
中
国
の
文
献
に
存
し
て
、
そ
れ
を
模
範
と
し
て
文
章
作
成
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
日
本

書
紀
』
　
の
如
き
物
は
、
和
文
の
語
法
や
和
化
さ
れ
た
用
字
が
混
入
し
難
い
と
思
わ
れ
る
の
で
対
象
と
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
文
章
の
一
部
に

典
拠
と
し
て
中
国
文
献
が
認
め
ら
れ
そ
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
（
例
え
ば
『
日
本
霊
異
記
』
）
や
、
正
に
日
本
人
に
よ
る
日
本
語
の
文
章
表
現
で

出
典
を
他
に
求
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
漢
文
と
し
て
の
文
芸
作
品
を
作
成
し
ょ
う
と
す
る
意
識
が
働
き
純
漢
文
へ
の
志
向
が
著

し
い
も
の
（
例
え
ば
『
将
門
記
』
）
な
ど
は
、
ど
の
様
な
場
合
に
、
ど
の
程
度
、
純
漢
文
の
用
字
・
語
法
を
踏
襲
し
又
は
和
化
さ
れ
る
か
と
い
う

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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〇

実
態
や
事
情
を
見
得
る
の
で
、
漢
文
と
和
文
の
双
方
か
ら
の
影
響
・
受
容
関
係
を
見
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
典
拠
を

純
漢
文
に
求
め
得
ず
、
か
つ
国
語
文
の
作
成
を
志
向
し
た
も
の
の
場
合
は
、
漢
文
と
い
う
文
章
様
式
で
あ
る
以
上
純
漢
文
の
影
響
か
ら
完
全

に
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
漢
字
と
和
語
と
の
結
び
つ
き
は
よ
り
強
く
（
訓
の
問
題
も
含
め
て
）
、
語
法
上
は
特
に
和
文
と
の
関
係
を
反
映

し
易
い
と
予
想
し
得
る
の
で
、
こ
れ
は
和
文
の
側
か
ら
の
影
響
を
見
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
基
準
に
よ
っ
て
選
出
し
た
資
料
は
、
古
事
記
・
日
本
霊
異
記
・
将
門
記
・
江
談
抄
・
和
泉
往
来
・
注
好
撰
（
但
し
、
こ
の
資
料
が
総

て
の
条
件
を
同
時
に
充
た
す
訳
で
は
な
い
）
と
、
純
粋
に
和
化
漢
文
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
和
化
漢
文
的
要
素
が
極
め
て
濃
く
漢
文
と
和
文
と

（5）

の
関
係
を
見
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
参
考
と
し
て
東
大
寺
諷
詞
文
稿
・
明
恵
上
人
夢
記
を
含
め
る
こ
と
と
し
た
。

二
、
否
定
表
現
に
用
い
ら
れ
る
語

ま
ず
、
検
討
対
象
と
す
べ
き
否
定
作
用
を
有
す
る
漢
字
を
抽
出
す
る
為
と
、
そ
の
漢
字
と
和
語
と
の
関
係
を
見
る
為
に
、
『
観
智
院
本
類
衆

名
義
抄
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
か
ら
否
定
作
用
の
漢
字
を
拾
う
こ
と
に
す
る
。
否
定
の
語
又
は
そ
れ
を
含
む
訓
を
有
す
る
語
の
総
て
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
和
文
に
於
て
否
定
作
用
を
表
す
語
は
、
時
制
等
の
細
か
い
表
現
内
容
の
質
的
な
異
同
（
ズ
に
対
す
る
ジ
・
マ
ジ
な
ど
）

と
活
用
形
の
区
別
を
措
く
と
、
基
本
的
に
は
、
活
用
語
承
接
の
助
動
詞
ズ
と
、
所
謂
補
助
用
言
と
し
て
辞
的
に
用
い
ら
れ
る
否
定
判
断
の
ア

（6）
ラ
ズ
・
ナ
シ
と
が
考
え
ら
れ
る
程
度
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
は
セ
ズ
・
ア
ラ
ズ
・
ナ
シ
の
訓
と
の
関
係
に
於
て
の
み
示
し
て
お
く
。
本
稿

の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
三
語
と
の
関
係
だ
け
で
も
、
両
辞
書
に
記
載
さ
れ
た
否
定
作
用
を
有
す
る
漢
字
の
ほ
ぼ
総
て
の
種
類
を
対
象
に

し
得
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
漢
字
は
、
こ
の
二
辞
書
の
性
格
か
ら
言
っ
て
、
純
漢
文
に
於
て
否
定
作
用
を
有
し
た
漢
字
、
或
は
和

語
と
の
関
係
か
ら
否
定
の
意
味
を
有
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
漢
字
と
考
え
て
よ
く
、
訓
読
と
い
う
理
解
行
為
に
お
け
る
も
の
と
、
漢
字
に

ょ
る
表
現
行
為
に
お
け
る
も
の
と
の
両
語
彙
の
中
の
も
の
が
抽
出
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
和
文
語
と
漢
字
と
の
訓
及
び
意
味
・
機
能

上
の
結
び
つ
き
が
、
次
の
如
く
に
整
理
で
き
る
。



▽
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄

〔
セ
ズ
〕
　
不
仏
上
七
七
・
未
仏
下
本
二
三
・
無
仏
下
末
五
二
・
弗
僧
下
六
八

〔
ア
ラ
ズ
〕
億
仏
上
二
二
・
徴
仏
上
三
八
・
匪
仏
上
六
二
・
膿
仏
上
八
六
・
否
仏
中
三
四
・
孟
僧
中
三
・
弗
僧
下
六
八
・
不
僧
謡
肋
・
非
僧
下
八
六

〔
ナ
シ
〕
　
微
仏
上
三
八
・
過
仏
上
五
＝
・
匪
仏
上
六
二
・
不
仏
上
七
七
・
母
仏
中
≡
・
未
仏
下
本
一
二
二
・
末
仏
下
本
二
三
・
元
仏
下
末
一
六
・
無
仏
下
末
五
二

誤
法
上
五
二
・
亡
腎
軌
空
だ
苧
四
六
・
勿
雫
五
七
・
靡
雫
石
四
・
美
僧
上
二
・
蔑
僧
上
七
四
・
同
僧
中
七
・
欠
僧
中
四
四
・
少
僧
下
七
五

▽
色
葉
芋
類
抄

〔
セ
ズ
〕
　
不
セ
ス
弗
勿
靡
匪
追
未
巳
上
同
（
前
田
本
　
下
1
0
9
ウ
）

〔
ア
ラ
ズ
〕
非
ア
ラ
ス
不
説
匪
巳
上
岡
（
前
田
本
　
下
3
6
ウ
）

〔
ナ
シ
〕
　
無
ナ
シ
莫
㌘
レ
如
又
ナ
カ
レ
元
矢
匡
巳
令
同
亡
匪
微
靡
母
不
造
巳
上
同
（
黒
川
本
中
諦
オ
）

右
に
抽
出
し
得
た
漢
字
は
、
異
な
り
数
で
三
〇
種
に
及
ぶ
。
そ
の
総
て
を
対
象
に
、
本
調
査
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
否
定
の
意
味
を
有
す
る

漢
字
は
「
不
・
未
・
勿
・
莫
・
非
・
無
・
元
・
弗
・
匪
・
匡
・
岡
・
否
」
の
一
二
種
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
本
稿
の
目
的
か
ら
は
幾
分
特

（
7
）
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
（
9
）

殊
で
例
外
的
な
も
の
と
し
て
扱
え
る
霊
異
記
の
「
弗
・
匡
・
匪
」
、
孤
例
の
「
岡
」
、
詞
的
性
格
の
強
・
い
「
否
」
を
除
く
と
、
和
化
漢
文
で
否

定
作
用
を
有
す
る
辞
（
又
は
辞
的
）
に
相
当
す
る
漢
字
は
七
種
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
純
漢
文
と
大
き
く
異
な
る
和
化
さ
れ
た
用
字
・

語
法
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
和
化
漢
文
が
基
本
的
に
〝
書
記
用
漢
字
〟
に
依
っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
書
記
用
漢
字
は
一
字
一
訓
を
原
則
と
し
、
訓
読
に
於
て
は
一
和
訓
に
二
つ
以
上
の
漢
字
が
存
し
て
も
、
書
記
用
漢
字
の
体
系
で
は
一

（10）

っ
の
訓
が
成
り
立
て
ば
、
他
の
漢
字
は
そ
れ
ぞ
れ
他
の
異
な
っ
た
訓
を
書
記
す
る
漢
字
と
し
て
用
い
る
と
い
う
性
格
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、

語
法
上
も
、
漢
字
と
和
語
と
の
根
幹
的
な
部
分
の
関
係
を
極
単
純
化
し
て
示
せ
ば
、
活
用
語
承
接
の
否
定
は
ズ
と
、
名
詞
の
否
定
判
断
は
ア

ラ
ズ
と
、
非
存
在
は
ナ
シ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
見
得
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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純
漢
文
の
否
定
作
用
を
有
す
る
漢
字
が
、
否
定
さ
れ
る
語
の
品
詞
と
直
接
に
相
関
し
て
機
能
分
担
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
古
辞
書
の

記
載
か
ら
も
知
り
得
る
（
例
え
ば
「
不
」
は
和
語
ズ
・
ア
ラ
ズ
・
ナ
シ
の
総
て
と
の
関
係
で
掲
載
さ
れ
る
）
。
し
か
し
、
和
文
に
於
て
は
比
較
的
単

純
な
形
で
、
否
定
さ
れ
る
上
接
品
詞
に
よ
っ
て
機
能
分
担
が
な
さ
れ
て
い
る
為
に
、
和
化
漢
文
の
漢
字
も
、
語
法
上
、
一
漢
字
が
一
つ
の
和

語
の
機
能
と
相
応
す
れ
ば
、
他
の
漢
字
は
他
の
異
な
っ
た
機
能
を
有
す
る
漢
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
事
が
考
え
得
る
。
即
ち
、
否
定
作
用
を

有
す
る
語
の
用
字
と
語
法
に
お
け
る
和
化
漢
文
の
漢
字
と
和
語
と
の
関
係
は
、
承
接
語
に
よ
る
分
類
を
通
し
て
も
捉
え
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
分
類
と
用
例
数
を
整
理
し
た
の
が
表
I
で
あ
る
。
尚
、
助
動
詞
の
う
ち
「
可
」
を
特
立
し
た
の
は
、
助
動
詞
承
接
例
の
約
六

割
が
「
可
」
を
承
け
る
点
で
特
殊
で
あ
る
こ
と
と
、
「
否
定
の
語
十
可
」
が
禁
止
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
後
に
他
の
禁
止
表
現
と
の

関
係
を
検
討
す
る
）
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
然
」
を
他
の
品
詞
か
ら
独
立
し
て
示
し
た
の
は
、
和
文
に
於
て
は
副
詞
（
さ
・
し
か
・
か
く

等
）
を
承
け
る
否
定
表
現
が
、
補
助
用
言
ア
ラ
ズ
か
ら
ナ
シ
へ
の
変
遷
過
程
の
中
で
特
徴
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
に
依

る
。
「
然
」
は
必
ず
し
も
品
詞
論
上
副
詞
と
は
言
い
得
な
い
が
、
意
味
・
用
法
上
国
語
副
詞
に
相
当
す
る
漢
字
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
中
で
否

定
の
語
と
供
に
用
い
ら
れ
る
の
は
「
然
」
だ
け
で
あ
る
。

表
I

不

将 諷
＿
霊 古 ㍉

日」Pl
諦
文 異
事

記 稿 記 記

26 7nxu 6山．．
血
‖

詞動

41 1 12 7 詞容形

1 6 詞動容形

41 41 92 8 詞動助

＝〟 2 ㈹ 8 ㈲

1 1 1 然

8 1 詞名

9 シナ語接承

不
便
助
動
＿

不
思
＿

「可
」

備

考

Ⅲ

．

詞 議
㈲ に

不
審
の

・
不
義
偽

・
不
幸
脚

「不
令
」
「不
如
」
（各
1
）

宜

・
応

（ベ
シ
）
を
含
む



否 未

n
H
イ不 江 将 諷

＿

霊 古 明 注 【＝H
一木
1
江 将 諷
＿
霊 古 明 注 n

H
一本っ
江

泉

往
談 日」P
．

諦
文
異 事

恵
夢
好
泉
往
談 日
・」
目
1
詞

文
異 事

恵

夢
好
泉

往
談

来 抄 記 稿 記 己壬
ロ
コ
し
‾三
口
撰 来 抄 コ

し
喜
ロ
稿 こき
ロ
記 「し三Ip

撰 来 抄

4 41 01 63 32 21 64 21 77 73 72 nYH
u

Au－H
u

1 1 6 01 2 22

1 1 91 3 4

3 61 91 3 67

1 4 5 3 ㈹

5
．

7

1 4 2

4 3 2 2

疑

問
文

末

に

二
例

「
実

否
」

田

・
「
可
否

」
田

総

て

「
実
否

」

（為

レ
見

二
実

否

二

可

レ
挙

二
実

否

一
之
由

）

地

の
文

動

詞

「
ィ

ナ
ブ
」

か
0

〈
中
巻

第

3 4

・
3 5
〉

未

来
畑

未
来

一

価

形
容

動
詞

「
未
詳

」
㈹

揮
僻

㈹

蒜

覗
絹
鮒

掛

霜

馴
削
仙

謡

磐

媚

品

不
使
用

・
不

思
議

佃

・
不
可

思
議
畑

不
日
の

・
不
才
仙

不
審
㈲

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察

八
三
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四

勿 トヒ「
」1プ

明 注 口弄
。
江 将 諷

＿
霊 古 明 注 n

H
素
1
江 将 諷

＿

霊 古 明 注

悪
夢
好
泉

往
談 日・J
P
論
文
異 事

恵
夢
好
泉
往
談 日JP

論
文
異 事

恵
夢
好

記 撰 来 抄 コL
J三
ロ
稿 己三一ロ

己ニ1一ロ
己至
ロ
撰 来 抄 記 稿 記 記 記 撰

2 1 4 7 2 1 1 2 2 1 3

1 1 41

2

1 1 2

1 2

1

1 9 5 4 14 51 3 64 01

2 1 1 3

禁

止

二
例
、
会

話
文

（上

↓
下

）

元

レ
愛

二
其
身

一
勿

レ
貴

二
其

命

＿

禁
止

三
例

名
詞

承
接

は

「
勿

二
言
事

こ

（形
式

体
言

）

検
非

違
使

㈲

是
非

の

・
非

常

之
疑

㈲

・
検
非
違

使
Ⅲ

非

埋
㈱

・
非

人
㈲

・
是

非
㈲

心

中
夢

中
欲

二
本
尊

許
否

一
m

疑

問
文

末

に
二
例

「
間
実

否

一
」
の



無 莫

霊 古 明 注 ［＝H
一木1
江 将 諷

＿

霊 古 明 注 ロイ木
1
江 将 諷
＿
霊 古

異 事
恵
夢
好
泉
往
談 日
・
J

P
諦
文
異 事

恵
夢
好
泉
往
談 日
．J
P
諦
文
異 事

己至
ロ
己至
ロ
己三
ロ
撰 来 抄 「ru

至
口
稿 コ
し
小三
口
コし‾三ロ
コ
し
‾－一己 撰 来 抄 記 稿 己至ロ

己曇
ロ

1 1 7 1 9 3 2 2 1 92 4

1 1 1

4 3 1 01 4 4 1

1 3

38 7 02 8 41 201 5 27 32

3 1 3 4 1

元 仮 鎚 虹 怨 不 怨 ＝ 諸 動 五
便 名 …極 …極 川極 明 …便 ‾例 ロ悪 詞 例

畑

．

上

し

∩フ 1 ㈲

．

例
m
㈲

．

と
も

美

レ

四
例

総

て
元
極

印

売
量

畑

・
南
元

帥

て

－
例
、

売
間

勝
間

田

・
吉
備

之
石

元
別

U

無
止

㈲

（ヤ

ム
ゴ

ト
ナ

キ
）

ナ

ヵ
ラ

□

ロ
ロ
無

人

ハ
入
福

田

無
量

㈲

・
無
上

道
の

・
南

無
Ⅲ

「
莫

レ

（用
言

）

二
於
一

一
」

作 ’
助

動

詞

二
例

を
除

く

二

八
例

が
禁

止

上

位
者

へ
の
会

話
文

で
哀

願

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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六

元

明 n
H
イ芥1

注 江 将 諷
＿恵

夢
好

撰

泉
往

来

談

抄

日」

コし

日－

ニーロ

詞

文
稿己至

ロ

1 1 6

4

4 43 6 2 92 37

1 4

売
限
拗

・
元
極
Ⅲ

・
売
常

㈲

・
天
童
㈱

・
元
辺
㈲

・
元
若
槻

元
色

界
脚

・
元
上

聞

・
元

生
忍
Ⅲ

元
常
用

元
便
Ⅲ

謡

㈲

‥
兢
鮎

‥
琵

脚

‥
宗

個

‥
概

論

・
元
問

刷

※
点
線
下
段
の
〓
内
数
字
は
上
段
の
数
字
に
対
す
る
内
数
※
備
考
欄
の
〓
内
数
字
は
各
用
例
の
数

三
、
不
・
未
・
否
に
つ
い
て

和
化
漢
文
の
「
不
」
は
、
基
本
的
に
は
専
ら
活
用
語
を
承
け
る
否
定
表
現
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
で
あ
り
、
国
語
助
動
詞
ズ
と
の
関
係
が
極

め
て
密
接
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
表
I
に
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
極
め
て
少
数
な
が
ら
名
詞
承
接
の
例
も
一
六
例
あ
る
。

○
天
照
大
御
神
間
驚
而
詔
「
我
那
勢
命
之
上
来
由
者
　
必
不
二
善
心
べ
欲
レ
奪
二
我
国
一
耳
」
　
（
古
事
記
　
上
1
9
3
）

ニ

○
末
代
難
レ
修
二
雅
ミ
サ
ヲ
ナ
ル
行
4
然
毎
レ
物
了
く
り
呈
、
楽
見
ミ
カ
ホ
シ
ク
雅
ミ
サ
㌢
次
ッ
妄
言
；
ク
可
レ
有
行
給
フ
。
不
二
此
代
之
行
ワ
サ
ニ
誹

昔
代
二
修
ヒ
習
給
タ
ル
行
ナ
リ
。
　
（
諷
詞
文
稿
　
蝕
）

古
辞
書
で
も
「
不
」
に
「
ア
ラ
ズ
」
の
訓
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
純
漢
文
の
用
法
で
は
「
名
詞
で
も
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
は
不
を

】刺M

加
え
て
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
和
語
と
の
関
係
で
言
え
ば
ア
ラ
ズ
を
漢
字
表
記
し
た
も
の
の
一
つ
で
、
純
漢
文
の
用

法
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
和
泉
往
来
・
注
好
撰
な
ど
の
用
例
は
、
古
事
記
・
諷
諦
文
稿
の
そ
れ
と
は
趣
を
異
に
す

る
。



く

く

ス

イ

ト

マ

ア

ラ

ソ

ウ

ケ

ニ

ス

カ

ヘ

サ

元

　

ヲ

モ

ツ

ウ

テ

カ

ウ

カ

ヲ

シ

カ

モ

ス

セ

ン

ト

ま
ず
、
和
泉
往
来
の
「
不
三
遽
二
　
勝
計
示
三
耕
l
二
頑
之
甲
積
二
学
輝
元
為
二
膳
一
」
（
4
）
の
例
は
、
「
不
準
…
：
（
：
こ
イ
ト
マ
ア
ラ
ズ
）
」

が
「
そ
の
源
流
を
中
国
古
典
の
文
章
乃
至
そ
の
訓
読
文
に
遡
り
得
」
そ
の
使
用
が
和
化
漢
文
の
文
章
に
於
て
「
常
套
語
と
も
言
い
得
る
ほ
ど

（

1

2

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

ノ

し

・

ン

マ

ウ

ニ

　

イ

カ

∵

ナ

セ

ム

に
一
般
化
し
て
い
る
」
こ
と
の
指
摘
が
留
意
さ
れ
る
。
同
じ
く
「
雄
三
不
二
本
学
今
亦
何
為
」
（
聖
も
「
不
本
意
」
な
ど
の
よ
う
に
熟
語
化

し
た
慣
用
的
表
記
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
注
好
撰
の
四
例
は
、
金
剛
寺
本
か
ら
得
ら
れ
た
用
例
で
あ
る
が
、
約
五
〇
年
前
の
書

写
に
な
る
観
智
院
本
で
は
次
に
示
す
よ
う
に
当
該
箇
所
（
傍
線
部
）
だ
け
を
欠
き
、
そ
の
前
後
に
全
く
異
同
が
な
い
。

ノ

ニ

ヌ

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ハ

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

く

く

　

カ

こ

○
是
故
知
　
目
連
神
通
劣
也
。
身
子
智
恵
神
道
第
一
也
。
仏
言
ク
「
不
身
子
力
一
仏
力
也
」
八
二
三
ウ
4
V

カ

ハ

　

　

　

　

　

　

ニ

　

レ

リ

フ

　

ヲ

　

カ

　

　

ノ

～

ナ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ニ

イ

ト

ム

O
「
君
子
女
也
」
云
了
返
ヌ
。
又
後
身
子
来
。
述
上
声
　
身
子
云
「
更
不
女
一
男
也
」
又
外
道
云
「
女
也
」
相
互
挑
。
八
二
六
オ
6
）

他
の
「
不
失
（
ト
ガ
ニ
ア
ラ
ズ
）
」
二
例
も
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
は
先
行
の
出
典
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
他
の
名
詞
承
接
の
否

定
－
こ
の
場
合
、
主
語
的
な
も
の
に
対
し
て
、
そ
の
在
り
方
を
否
定
的
に
表
す
否
定
判
断
の
述
語
と
し
て
の
実
質
を
持
つ
ア
ラ
ズ
で
あ
り
、

（13）

述
語
の
一
部
と
し
て
用
言
に
付
属
す
る
単
な
る
否
定
作
用
の
語
ズ
と
は
語
法
的
な
性
格
が
異
な
る
－
の
多
く
が
、
和
語
ア
ラ
ズ
を
背
景
と
す

る
「
非
」
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
慣
用
的
用
法
や
中
国
文
献
に
出
典
を
求
め
得
る
も
の
以
外
、
「
不
」
は
和
語
ア
ラ
ズ

の
表
記
に
用
い
ら
れ
難
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
和
化
漢
文
を
日
本
語
と
し
て
の
文
章
を
表
現
す
る
と
い
う
根
幹
的
な
部
分
に
重
き
を
置
い
て

見
る
な
ら
ば
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
名
詞
承
接
の
「
不
」
は
、
特
に
平
安
後
期
以
降
、
日
本
語
の
表
現
と
し
て
は
一
般
的
で
な
く
、
特
殊
な

用
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
良
い
よ
う
に
思
う
。

更
に
、
承
接
語
の
無
い
「
不
」
が
霊
異
記
に
九
例
拾
え
る
（
明
恵
夢
記
に
も
「
此
法
可
不
」
「
可
不
之
由
」
が
あ
る
が
、
今
は
触
れ
な
い
）
。
九
例

総
て
が
会
話
文
中
の
疑
問
文
末
に
「
～
不
也
」
の
形
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
語
二
其
妖
－
日
「
今
吾
垂
レ
死
。
有
二
一
真
意
べ
若
聴
許
不
也
」
（
上
第
3
1
V

O
「
彼
身
貧
窮
而
葬
衣
服
一
我
明
所
レ
知
。
唯
聴
不
也
」
媒
往
告
知
。
嬢
猶
否
辞
。
（
上
第
3
4
）

○
天
皇
…
而
詔
之
言
「
世
間
衆
生
　
至
二
地
獄
一
受
レ
苦
経
二
廿
余
年
一
免
哉
不
也
」
（
下
第
哲

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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斯
る
用
法
の
「
不
」
は
霊
異
記
に
の
み
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
触
れ
た
如
く
、
他
の
資
料
で
は
こ
の
用
法
の
字
と
し
て
は
「
否
」

が
用
い
ら
れ
、
機
能
分
担
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
霊
異
記
で
も
、
恐
ら
く
「
不
」
と
「
否
」
と
で
は
語
法
上
の
機
能
を
区
別
す
る

意
識
は
働
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
他
の
資
料
と
基
準
を
異
に
し
て
「
否
」
を
動
詞
と
し
て
用
い
る
事
で
「
不
」
の
機
能
と
区
別
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
漢
字
の
違
い
が
背
景
と
す
る
和
語
や
そ
の
語
法
の
違
い
を
反
映
す
る
と
い
う
点
で
は
同
レ
ベ
ル
の
も
の
と

見
な
し
得
る
。

「
未
」
も
亦
活
用
語
承
接
の
語
で
あ
る
。
本
稿
の
調
査
範
囲
内
で
は
、
形
容
詞
イ
マ
ダ
シ
・
副
詞
イ
マ
ダ
の
表
記
と
し
て
詞
的
に
用
い
ら

れ
た
も
の
は
な
く
、
総
て
活
用
語
に
付
属
的
に
副
い
否
定
に
働
く
。
従
っ
て
、
国
語
助
動
詞
ズ
を
漢
字
表
記
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、

「
不
」
と
の
相
違
は
、
時
間
的
・
空
間
的
に
未
現
実
の
内
容
に
つ
い
て
表
現
す
る
の
に
用
い
る
点
で
分
明
で
あ
る
（
そ
の
相
違
を
解
釈
の
側
か

ら
区
別
す
る
な
ら
ば
、
イ
マ
ダ
～
ズ
と
訓
読
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
表
現
行
為
の
側
か
ら
は
再
読
の
可
否
と
直
接
関
係
せ
ず
、
文
字
を
使
い
分
け
る
事

で
そ
の
機
能
の
区
別
が
果
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ズ
と
の
関
係
の
方
が
直
接
的
で
密
接
で
あ
る
）
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
状
況
は
、
漢
字
の
相
違
が
背
景
と
す
る
和
語
の
相
違
を
反
映
す
る
と
い
う
〝
書
記
用
漢
字
〟
の
体
系
の
整
備
や

強
化
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
和
化
の
程
度
が
強
化
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
の
現
れ
と
見
な
し
得
る
。

四
、
非
に
つ
い
て

和
化
漢
文
の
「
非
」
字
は
、
圧
倒
的
に
名
詞
の
否
定
判
断
に
関
わ
る
表
現
に
用
い
ら
れ
る
事
か
ら
も
、
基
本
的
に
は
和
語
こ
ア
ラ
ズ
を
背

景
と
し
た
漢
字
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
活
用
語
を
承
け
て
否
定
表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
の
場
合
、
助
動
詞
ズ
の
表
記
と
も
考
え
ら
れ
、
意

味
・
用
法
上
ニ
ア
ラ
ズ
と
ズ
と
の
い
ず
れ
を
背
景
と
す
る
漢
字
か
は
裁
然
と
し
得
な
い
。

①
赤
猪
子
以
為
「
望
命
之
間
　
巳
経
二
多
年
一
姿
体
痩
萎
　
更
無
二
所
持
4
然
非
レ
顕
二
待
情
の
不
レ
忍
レ
於
レ
憶
」
而
令
レ
持
二
百
取
之
机
代
物
一

参
出
貢
献
　
へ
古
事
記
　
下
施
）



②
答
日
「
・
是
今
単
取
二
父
仇
之
志
一
悉
破
下
治
二
天
下
一
天
皇
陵
上
者
　
後
人
必
誹
語
。
唯
父
王
之
仇
不
レ
可
レ
非
レ
報
。
故
少
二
掘
其
陵
辺
ペ

既
以
是
恥
足
レ
示
二
後
世
一
」
　
　
（
古
事
記
　
下
4
2
9
）

③
使
二
子
控
ウ
手
　
迄
二
子
其
堂
一
向
二
薬
師
仏
像
一
願
レ
眼
而
日
「
非
レ
情
二
我
命
一
一
惜
二
我
子
命
ペ
一
旦
亡
二
二
人
之
命
一
也
。
願
我
賜
レ

眼
」
　
　
（
霊
異
記
　
下
第
1
1
）

④
貞
盛
秀
郷
等
相
語
云
「
…
告
聞
　
新
二
霊
地
一
而
鎮
二
九
野
一
勢
二
長
統
一
而
清
二
四
海
ペ
…
…
方
今
殺
二
害
凶
成
一
非
レ
鎮
二
其
乱
一
日
レ
私
及
レ

公
　
恐
損
二
鴻
徳
一
欺
…
…
」
　
　
（
将
門
記
　
4
6
1
）

シ
ツ
ノ
　
　
　
シ
　
タ
ス
　
　
ノ
　
ヲ
　
　
　
ノ
　
レ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ト
ナ
ミ
ハ
ヲ
ソ
ラ
ク
ハ
　
ス
ハ
カ
フ
ル
こ
ケ
ン
　
ト
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
ト
ケ
ン
　
　
カ
ウ
　
　
　
　
ケ
ウ
ヲ

⑤
入
室
僧
可
三
出
豆
ハ
義
4
彼
此
両
事
少
僧
大
宮
　
恐
　
非
三
蒙
　
賢
徒
之
広
恩
一
何
遂
二
愚
庸
之
大
業
一
　
八
和
泉
往
来
　
1
7
7
）

テ

　

ノ

ニ

　

ヒ

フ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

ス

ル

ハ

　

　

ハ

テ

シ

ニ

モ

　

ヲ

　

　

　

　

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ロ

ニ

　

　

テ

ニ

ネ

ハ

　

ニ

⑥
来
其
仙
所
一
間
習
仙
法
一
時
舎
指
夫
人
心
思
惟
様
「
帝
釈
定
非
習
仙
法
ペ
是
人
必
可
有
他
夫
人
一
」
即
帝
釈
後
夫
人
隠
密
尋
行
而
実

タ

リ

　

ニ

天
王
居
仙
前
べ
　
　
（
注
好
撰
　
八
オ
7
）

⑦
有
二
十
蔵
房
一
云
「
此
女
与
レ
地
通
セ
ル
也
」
予
聞
二
此
語
一
「
非
二
与
レ
地
婚
合
ペ
只
此
女
人
又
有
二
地
身
】
也
」
作
二
此
恩
一
之
間
　
十
蔵
房
相

次
云
　
「
此
女
人
ハ
地
ヲ
兼
シ
タ
ル
也
」
　
　
（
明
恵
夢
記
　
⑩
欄
）

特
に
霊
異
記
の
「
此
非
二
功
虚
L
「
鉄
鋼
錐
レ
熟
非
レ
熟
非
レ
安
、
編
鉄
雄
レ
重
非
レ
軽
」
な
ど
の
例
は
、
文
脈
上
も
殆
ど
「
不
」
と
「
非
」
と
で

差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
え
な
い
。
し
か
し
、
敢
え
て
両
者
の
異
同
を
求
め
る
な
ら
ば
、
「
非
」
に
よ
る
否
定
は
、
理
由
や
内
容
を
否
認
す
る
と

（15）

い
う
否
定
判
断
を
下
す
陳
述
に
用
い
る
事
が
あ
る
点
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
純
漢
文
で
も
認
め
得
る
語
法
の
差
の
よ
う
で
あ
る
が
、
初
期

の
和
化
漢
文
か
ら
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
「
不
」
と
の
対
比
に
於
て
そ
の
差
異
が
次
第
に
明
確
に
意
識
さ
れ
、
表
現
上
も
機
能
分
担
・
差
別

化
が
進
み
、
更
に
発
展
的
に
意
味
合
を
異
に
し
た
（
和
化
の
強
化
さ
れ
た
）
用
法
も
生
じ
た
と
想
像
で
き
る
。
そ
れ
は
、
単
に
活
用
語
の
否
定

（
こ
れ
を
仮
り
に
〝
語
の
否
定
″
と
呼
ぶ
）
に
働
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
用
言
を
含
む
述
語
で
表
現
さ
れ
た
内
容
全
体
の
否
認
（
こ
れ
を
仮
り
に

″
句
の
否
定
″
と
呼
ぶ
）
と
し
て
否
定
判
断
の
陳
述
に
働
く
と
い
う
点
で
の
差
別
化
と
言
え
る
。
部
分
的
な
〝
語
の
否
定
″
で
は
な
く
、
表
現

性
に
広
が
り
を
持
ち
得
る
〝
句
の
否
定
″
　
で
あ
る
と
い
う
事
は
、
言
語
主
体
の
表
現
意
識
の
中
に
、
否
定
し
た
句
の
内
容
と
対
比
さ
れ
る
ベ

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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き
肯
定
的
な
内
容
の
表
現
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
構
文
的
な
前
提
と
し
て
示
さ
れ
る
否
定
表
現
が
活
用
語
を
承
け
る

「
非
」
の
否
定
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
つ
ま
り
、
言
語
主
体
の
表
現
意
図
な
り
主
旨
な
り
は
対
比
的
に
示
さ
れ
る
肯
定
的
内
容
の
方
に
あ

り
、
そ
れ
を
強
調
す
る
為
の
前
提
と
し
て
否
定
表
現
が
反
語
的
に
示
さ
れ
る
際
の
用
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
③

で
は
「
惜
二
我
子
命
一
」
事
の
強
調
の
為
に
、
「
惜
二
我
命
一
一
」
内
容
を
否
定
し
、
⑥
で
は
「
有
他
夫
人
一
」
事
が
「
来
其
仙
所
一
」
事
の
真
の
目

的
で
あ
る
と
の
憶
測
を
強
調
す
る
為
に
、
「
習
仙
法
一
」
名
目
を
否
定
し
、
⑦
で
は
「
只
此
女
人
又
有
二
地
身
L
事
の
強
調
の
為
に
「
与
レ
地
婚

合
」
内
容
・
理
由
を
否
定
し
て
示
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
〝
語
の
否
定
″
の
「
不
」
で
示
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用

言
の
否
定
に
と
ど
ま
り
、
文
脈
が
そ
こ
で
一
度
断
た
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
う
。
但
、
そ
こ
に
接
続
助
詞
が
、
補
読
さ
れ
る
事
を
前
提
と
し

た
り
、
実
質
的
に
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
別
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
の
語
法
に
あ
っ
て
は
、
助
動
詞
ズ
が
そ
う
い
う
接
続
助
詞
を
介

せ
さ
せ
る
手
続
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
ア
ラ
ズ
は
そ
の
ま
ま
斯
る
機
能
を
内
在
し
て
い
る
所
に
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
不
」
と

「
非
」
と
の
用
字
の
相
違
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
和
化
漢
文
の
「
非
」
が
和
語
ニ
ア
ラ
ズ
を
背
景
と
し
て
い
る
こ

と
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
り
、
ま
た
斯
る
用
法
に
和
化
漢
文
の
用
法
が
偏
っ
て
行
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
非
」
と
こ
ア
ラ
ズ
と
の
緊
密
さ
（
和

化
の
強
化
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
得
る
。
因
み
に
、
助
動
詞
ズ
に
対
し
て
、
活
用
語
承
接
の
ニ
ア
ラ
ズ
が
〝
句
の
否
定
″
に
働
く
の
は
、

こ
ア
ラ
ズ
の
要
素
「
こ
　
（
断
定
）
」
が
体
言
乃
至
体
言
に
準
ず
る
も
の
以
外
に
は
接
続
し
得
な
い
の
で
、
上
接
の
用
言
を
含
む
句
を
名
詞
句
と

し
て
承
け
る
こ
と
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
「
不
」
と
「
非
」
と
の
差
別
化
の
状
況
は
、
漢
文
訓
読
の
世
界
で
、
「
勿
」
「
非
」
の
訓
が
、
平
安
初
期
の
ズ
か
ら
平
安
中
期
以
降

は
ナ
カ
レ
　
（
ナ
シ
）
・
ア
ラ
ズ
に
移
行
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
、
即
ち
、
不
安
定
な
辞
の
訓
を
捨
て
て
詞
の
訓
に
固
定
し
、
個
性
的
な
訓
よ

（16）

り
も
形
式
的
な
訓
に
画
一
化
す
る
力
が
根
底
で
作
用
し
て
い
た
こ
と
と
も
通
う
。

こ
の
漢
文
訓
読
史
と
の
関
係
や
、
和
語
こ
ア
ラ
ズ
を
背
景
に
持
つ
事
と
の
関
係
は
、
「
非
」
の
最
も
基
本
的
な
用
法
で
あ
る
名
詞
承
接
の
場

（17）

合
に
象
徴
的
に
現
れ
る
。
名
詞
承
接
の
「
非
」
は
、
そ
の
殆
ど
（
本
稿
の
資
料
内
で
は
9
3
％
）
が
否
定
判
断
「
～
デ
ナ
イ
」
の
意
で
用
い
ら
れ



る
が
、
稀
に
非
存
在
の
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
非
存
在
の
用
法
の
場
合
に
特
徴
的
な
問
題
を
指
摘
で
き
る
。

○
答
白
之
「
僕
子
等
二
神
随
レ
白
僕
之
不
幸
…
赤
僕
子
等
百
八
十
神
者
即
八
重
事
代
主
神
為
二
神
之
御
尾
前
面
仕
奉
者
達
神

者
非
也
」
　
（
古
事
記
上
5
1
1
）

「
非
」
が
非
存
在
を
表
す
こ
と
は
純
漢
文
で
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
右
例
の
如
き
「
～
ハ
イ
ナ
イ
」
或
は
「
～
ガ
ナ
イ
」
と

い
う
主
述
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
和
化
漢
文
に
は
次
に
示
す
よ
う
な
特
徴
的
な
非
存
在
の
用
例
が
あ
る
。

〇
千
時
新
皇
勅
云
「
…
将
門
萄
揚
二
兵
名
於
坂
東
重
合
戟
於
花
夷
ぺ
今
世
之
人
必
以
二
撃
勝
義
レ
君
。
縦
非
二
我
朝
姦
在
二
人
国
「
」

（
将
門
記
m
）

〇
度
傍
陣
頭
等
奏
二
新
皇
白
「
件
貞
盛
之
妾
容
済
不
レ
卑
。
犯
過
非
義
。
厳
重
二
恩
詔
皇
苧
本
軍
」
者
　
〈
将
門
記
聖

○
江
左
大
丞
説
云
「
神
璽
宮
鎧
纏
二
宝
剣
之
組
一
纏
籠
之
由
見
二
延
喜
御
日
記
＝
疋
秘
事
也
。
非
二
普
通
御
記
一
云
々
」
　
〈
江
談
抄
二
哲

右
例
は
「
（
場
所
）
ニ
ア
ラ
ズ
」
（
「
在
二
入
国
L
に
対
す
る
「
我
朝
ニ
ア
ラ
ズ
」
二
見
二
延
喜
御
日
記
一
」
に
対
す
る
「
普
通
御
記
1
テ
ラ
ズ
」
）
と
「
（
人
）

こ
ア
ラ
ズ
」
（
「
犯
過
ハ
妾
ニ
ア
ラ
ズ
」
）
の
例
で
あ
る
。
訓
読
史
上
「
非
」
の
訓
が
ア
ラ
ズ
に
固
定
し
て
行
っ
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
、
和
化
漢

文
の
「
非
」
も
、
専
ら
否
定
判
断
の
陳
述
に
与
る
和
語
ニ
ア
ラ
ズ
を
書
記
す
る
為
の
漢
字
と
し
て
固
定
し
て
行
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
l
ラ

ラ
ズ
と
の
関
係
が
緊
密
に
な
っ
て
か
ら
は
、
形
式
的
に
ニ
ア
ラ
ズ
を
「
非
」
で
書
記
す
る
よ
う
に
な
。
、
「
ニ
」
が
本
来
の
断
定
の
助
動
詞
か

ら
離
れ
て
、
格
助
詞
「
こ
」
を
含
ん
だ
非
存
在
「
ニ
ア
ラ
ズ
」
の
表
記
に
も
用
い
ら
れ
た
事
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
和
化
漢
文

の
漢
字
が
和
語
を
背
景
と
し
て
持
つ
こ
と
に
依
る
、
和
化
さ
れ
た
（
和
文
側
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
た
）
漢
字
の
用
法
の
一
．
で
あ
る
。

五
、
勿
・
莫
・
無
・
元
に
つ
い
て

和
化
漢
文
の
「
勿
・
莫
」
は
和
語
ナ
シ
を
背
景
に
書
記
さ
れ
た
漢
字
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
「
無
・
元
」
と
の
相
違
の
一
つ
を
、
禁
止
表
現

に
用
い
ら
れ
る
点
に
認
め
る
事
が
で
き
る
。
「
勿
」
「
五
例
中
の
六
例
、
「
莫
」
四
五
例
中
の
三
五
例
が
禁
止
表
現
に
用
い
ら
れ
る
。
和
化
漢

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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文
の
禁
止
表
現
は
、
こ
の
外
に
「
不
可
」
を
以
て
も
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
三
種
類
に
よ
る
禁
止
表
現
の
特
徴
を
見
る
為
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
使
用
状
況
を
表
H
に
分
類
し
た
。
そ
の
際
、
文
の
種
類
と
待
遇
関
係
に
よ
っ
て
次
の
分
類
を
行
っ
た
。

A
‥
待
遇
上
の
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
会
話
文

B
‥
待
遇
上
の
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
会
話
文

C
‥
A
B
以
外
の
会
話
文
と
思
惟
文
・
地
の
文

こ
れ
は
、
表
現
上
は
同
じ
禁
止
の
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
で
も
、
意
味
内
容
上
の
差
異
が
、
例
え
ば
、
下
位
者
に
向
け
ら
れ
る
強
い
命
令
的

禁
止
、
上
位
者
に
向
け
ら
れ
る
哀
願
の
気
持
ち
を
持
っ
た
禁
止
、
或
は
己
に
向
け
ら
れ
る
否
定
的
意
志
の
禁
止
な
ど
の
如
く
に
区
別
で
き
る

よ
う
に
思
う
か
ら
で
あ
る
。

表
Ⅲ
禁
止
表
現

莫 勿
不
可

2 A 古

事

記

EJ 1 B

C

9 3 3 A 霊

異

記

8 B

11 01 C

A 諷
詞
文
稿

B

1 3 C

2 A 将

門

記

B

2 C

4 A 江

談

抄

B

1 6 C

A 和
泉
往
来

B

C

5 A 注

好

撰

B

1 C

4 A 明
恵
夢
記

B

C

ま
ず
、
禁
止
表
現
に
用
い
ら
れ
る
「
勿
」
と
「
莫
」
と
で
は
、
「
勿
」
が
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
強
い
命
令
的
禁
止
に
専
ら
用
い
ら
れ
る

点
に
特
徴
を
認
め
得
る
。
例
え
ば
「
王
詔
二
広
国
白
　
汝
元
レ
罪
　
可
レ
還
二
於
家
一
然
慎
以
二
黄
泉
之
軍
勿
二
妄
宣
伝
一
」
（
霊
異
記
　
上
第
聖

「
慎
汝
等
而
勿
二
面
帰
一
」
（
将
門
記
　
聖
の
如
く
で
あ
る
。
古
事
記
の
例
外
的
一
例
は
「
故
妾
今
以
二
本
身
嘉
レ
産
　
願
勿
レ
見
レ
妾
」
（
上
6
2
7
）

で
あ
り
、
「
願
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
他
の
例
と
区
別
し
得
る
。
他
方
の
「
莫
」
は
、
古
事
記
の
用
例
が
総
て
上
位
者
に
対
し
て
哀
願
・

懇
請
の
気
持
ち
を
持
っ
た
禁
止
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
。
霊
異
記
に
は
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
会
話
文
に
用
い
ら
れ
る
次
の
如
き
例



が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
「
勿
」
程
の
強
い
命
令
的
内
容
で
は
な
く
、
心
理
的
に
は
猶
願
望
で
あ
る
。

○
臨
二
命
終
時
一
誠
二
弟
子
亘
我
死
莫
レ
焼
。
九
日
一
日
置
而
待
。
学
生
間
レ
我
答
之
応
レ
日
有
レ
緑
二
東
西
一
而
留
供
養
。
慎
勿
レ
知
レ

他
」
（
中
第
7
）

○
父
言
「
…
…
何
日
免
二
吾
罪
一
何
時
得
二
安
身
由
。
汝
忽
為
レ
我
造
払
写
レ
経
腰
二
罪
苦
べ
慎
々
莫
レ
忘
兵
。
…
⊥
〈
上
第
3
0
〉

下
位
者
（
弟
子
や
子
）
へ
の
禁
止
表
現
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
が
言
語
主
体
自
身
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
禁
止
で
あ
る
為
に
、
心
理
的

に
は
上
位
者
と
し
て
命
令
す
る
程
の
強
さ
は
な
く
、
猶
願
望
的
禁
止
と
見
得
る
点
に
「
莫
」
禁
止
の
特
徴
を
認
め
得
る
。
更
に
、
C
分
類
の

「
莫
」
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
多
く
は
地
の
文
に
用
い
ら
れ
る
が
、
具
体
性
を
具
え
た
命
令
的
禁
止
で
は
な
く
、
一
般
論
と
し
て
の

教
訓
的
な
柔
ら
か
い
禁
止
で
あ
る
点
が
留
意
さ
れ
る
。

○
祈
覧
二
奇
記
t
者
　
却
レ
邪
入
レ
正
　
諸
悪
莫
レ
作
　
諸
善
奉
行
　
（
上
序
）

○
誠
知
　
聖
心
示
現
　
雄
二
仏
滅
後
南
法
身
常
存
　
常
住
不
レ
易
。
更
莫
レ
疑
之
焉
。
〈
下
第
響

（18）

こ
れ
ら
は
、
純
漢
文
に
も
存
し
た
差
異
を
、
よ
り
明
確
に
単
純
化
し
て
踏
襲
し
た
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
和
化
漢
文
で
は
、
文
脈
上
「
不
可
」
に
も
禁
止
表
現
と
見
な
し
得
る
も
の
が
あ
る
。
「
勿
」
「
莫
」
と
の
相
違
は
、
願
望
的
禁
止
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
と
、
己
に
向
け
ら
れ
る
否
定
的
意
志
の
禁
止
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
認
め
得
る
が
、
何
よ
。
も
「
不
可
」
が

（19）

禁
止
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
和
化
さ
れ
た
漢
文
の
特
徴
と
言
え
る
。
表
H
で
「
勿
」
「
莫
」
に
よ
る
禁
止
表
現
が
少
な
く
な
る
の
は

（
本
稿
で
対
象
と
し
た
資
料
の
内
容
と
数
の
少
な
さ
に
依
る
偶
然
性
も
否
定
で
き
な
い
が
）
、
或
る
漢
字
が
一
．
の
和
語
の
機
能
と
相
応
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
他
の
漢
字
は
他
の
異
な
っ
た
機
能
を
有
す
る
漢
字
と
し
て
用
い
ら
れ
、
書
記
用
漢
字
の
体
系
の
単
純
化
が
進
む
と
い
う
和
化
漢

文
の
基
本
的
な
流
れ
に
通
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
禁
止
表
現
全
般
を
「
不
可
」
が
担
い
、
例
え
ば
意
味
内
容
上
の
差
異
と
し
て
の
願

望
的
禁
止
は
「
願
・
請
・
祈
」
等
の
漢
字
を
冠
し
て
「
不
可
」
や
そ
の
他
の
否
定
表
現
を
続
け
る
形
で
果
す
な
ど
の
単
純
化
が
行
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
和
化
の
強
化
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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と
こ
ろ
で
、
ナ
シ
を
背
景
と
す
る
「
勿
・
莫
・
無
・
元
」
は
、
表
I
に
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
圧
倒
的
に
名
詞
を
承
け
る
例
が
多
く
、
そ

（20）

の
場
合
〝
非
存
在
″
の
意
味
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
活
用
語
を
承
け
た
も
の
は
、
動
作
・
作
用
・
状
態
な
ど
を
否
定
す
る
為
の
辞

と
し
て
（
或
は
辞
的
に
）
機
能
し
て
お
り
、
助
動
詞
ズ
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
斯
る
否
定
作
用
を
有
し
た
も
の
と
し
て
「
不
」
が

最
も
代
表
的
な
書
記
用
漢
字
と
し
て
存
し
、
し
か
も
「
無
」
系
の
漢
字
は
基
本
的
に
は
非
存
在
（
和
語
ナ
シ
）
を
表
す
と
い
う
顕
著
な
傾
向
が

あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
活
用
語
の
否
定
に
「
勿
・
莫
・
無
・
元
」
字
が
選
択
さ
れ
た
の
は
用
法
上
の
差
異
が
認
識
さ
れ
て
い
た
故
と
は
考
え
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
和
化
漢
文
の
一
傾
向
と
し
て
指
摘
し
得
た
書
記
用
漢
字
の
用
法
の
単
純
化
（
和
化
の
強
化
）
と
異
質
で
あ
る
よ
う
に
思

え
る
。否
定
表
現
を
非
存
在
の
概
念
を
持
た
せ
な
が
ら
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
な
事
は
、
「
無
」
系
の
字
を
形
式
体
言
「
事
」
や
「
所
」
と
共
に
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
事
か
ら
も
判
る
。

⑦
是
大
迫
こ
尋
其
鵠
∴
…
：
亦
見
二
其
鳥
哀
　
於
レ
思
二
物
亭
而
　
如
レ
思
レ
余
剣
吉
到
　
（
古
事
記
　
中
響

㊥
発
レ
火
惣
家
皆
悉
焼
滅
。
唯
彼
納
レ
経
之
官
　
有
二
於
盛
膚
火
之
中
】
　
都
弾
軸
義
損
ペ
　
（
霊
異
記
　
下
第
1
0
）

〇
六
宗
之
学
頭
僧
等
…
間
二
女
入
貢
「
汝
為
二
何
行
一
」
答
日
「
葬
珊
レ
為
。
唯
依
二
貧
窮
一
存
レ
命
無
レ
傾
無
レ
帰
無
レ
情
故
我
m
等
尺

迦
丈
六
仏
　
献
二
花
香
灯
L
へ
霊
異
記
　
中
第
2
8
）

ミ
チ

㊤
此
ヲ
喩
二
夜
元
明
暗
夜
4
夜
ハ
昧
葬
珊
レ
見
。
不
レ
知
二
悪
道
善
道
篭
。
又
喩
レ
酔
ミ
天
明
酒
云
。
酔
大
葬
珊
レ
知
。
為
二
不
㌢
キ
為
之
行
一

言
二
不
咋
シ
キ
言
之
語
一
ヲ
（
諷
詞
文
稿
　
3
5
8
・
湖
）

右
の
外
に
「
此
外
無
レ
所
レ
言
」
「
仇
世
間
事
全
無
レ
所
レ
思
」
（
江
談
抄
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
「
無
」
系
の
字
が
、
直
接
に
用

言
を
承
け
ず
、
体
言
化
の
為
の
形
式
体
言
を
介
す
る
事
に
よ
っ
て
、
非
存
在
の
概
念
を
基
に
し
つ
つ
否
定
表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

理
解
行
為
と
し
て
の
訓
読
の
際
に
補
読
さ
れ
る
事
を
前
提
と
し
た
無
表
記
で
は
な
く
、
表
現
行
為
の
中
で
具
体
的
に
形
式
体
言
が
表
記
さ
れ

た
こ
れ
ら
の
用
例
の
特
徴
は
、
抽
象
的
な
概
念
を
具
体
化
（
或
は
状
態
と
し
て
表
現
）
す
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
、
（
～
の
状
態
で
存
在
し
な
い
）



と
い
う
内
容
の
否
定
表
現
に
な
る
。
例
え
ば
、
㊥
は
「
焼
損
」
作
用
を
受
け
た
箇
所
が
「
宮
」
に
は
無
い
（
或
は
作
用
を
受
け
た
状
態
に
無
い
）

と
い
う
内
容
の
具
体
化
で
あ
り
、
爪
章
は
人
間
の
「
為
」
「
見
」
「
知
」
な
ど
の
行
為
や
動
作
を
（
そ
の
結
果
と
し
て
の
）
状
態
と
し
て
存
在
し

な
い
と
す
る
表
現
の
具
体
化
で
あ
る
。
動
作
や
作
用
の
単
な
る
否
定
で
な
く
、
そ
の
内
容
を
具
体
化
し
た
り
状
態
と
し
て
表
現
し
た
り
す
る

事
を
通
し
て
、
言
語
主
体
の
判
断
と
し
て
否
定
の
述
語
と
す
る
点
に
「
不
（
ズ
）
」
と
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
次
に
、
和
化
漢
文
が
用
字
法
の
中
で
先
述
の
如
き
形
式
体
言
の
表
記
法
を
持
つ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
表
記
さ
れ
ず
、
直
接
に
用
言

（21）

を
承
け
た
「
勿
・
莫
・
無
・
元
」
（
禁
止
表
現
を
除
く
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
斯
る
例
が
、
形
式
体
言
を
補
う
事
が
前
提
（
形
式
体
言
の
無

表
Ⅲ
用
言
承
接
の
用
例
（
禁
止
表
現
を
除
く
）

勿莫 元無

（慣

用

状

態

（
不

可

動

作

・
作

用

（慣

用

状

態

（不

可

動

作

・
作

用

文意
昧

・
機
能

資

料
的 ヒヒム日H

的 能
）

の
種
類） u ） ） ］

2 3 話会 古

事

記

惟思

4 1 地

2 2 話会 霊

異

記

惟思

2 4 1 3 5 2 3 地

話会 諷
諦
文
稿

惟思

1 1 5 地

話会 将

門

記

1 1 惟思

3 3 1 1 1 地

1 1 6 6 話会 江

談

抄

惟思

1 地

話会 和
泉
往
来

惟思

地

話会 注

好

撰

惟思

地

話会 明
恵
夢
記

惟思

1 1 地

0 0 1 3 0 ‘バリ 8 11 話会

計0 0 0 0 1 1 0 0 惟思

5 7 0 6 3 8 4 11 地

5 17 9 4 29 22 計総

※
点
線
左
欄
の
〓
内
数
字
は
右
欄
の
数
字
に
対
す
る
内
数

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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表
記
）
と
さ
れ
た
和
語
ナ
シ
の
表
記
か
、
直
接
用
言
否
定
に
働
く
助
動
詞
ズ
の
表
記
か
は
、
今
は
特
に
問
題
に
し
な
い
が
、
承
接
語
の
性
格
と

そ
の
表
現
内
容
に
よ
っ
て
、
表
H
の
如
く
分
類
し
得
る
。
ま
ず
、
承
接
語
の
内
、
動
詞
は
動
作
（
作
用
）
性
の
動
詞
か
状
態
性
の
動
詞
か
に
大

別
で
き
、
形
容
詞
は
状
態
性
形
容
詞
だ
け
で
あ
る
。
更
に
そ
の
表
現
内
容
を
見
る
と
、
動
作
性
動
詞
を
承
け
た
例
は
、
そ
の
行
為
を
否
定
表

現
に
す
る
事
と
の
関
係
が
言
語
主
体
の
判
断
を
通
し
て
そ
の
前
後
に
示
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
判
断
は
行
為
の
必
然
性
や
可
能
性
に
つ
い
て
の

否
定
的
判
断
で
あ
っ
て
、
文
脈
上
不
可
能
を
表
す
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
見
得
る
（
因
み
に
、
助
動
詞
「
可
」
を
承
け
る
「
無
可
」
は
総
て
不
可

能
の
意
で
あ
る
）
。

〇
六
宗
之
学
頭
僧
等
集
会
怪
之
　
間
こ
女
人
一
日
「
汝
為
二
何
行
一
」
答
日
「
充
レ
所
レ
為
。
唯
依
二
貧
窮
一

存
レ
命
無
レ
便
　
無
レ
帰
無
レ
情
故
　
我

是
寺
尺
迦
丈
六
仏
　
献
二
花
香
灯
】
　
願
二
福
分
一
耳
」
へ
霊
異
記
　
中
第
2
8
）

○
其
音
多
出
　
聞
人
為
レ
哀
。
其
体
異
レ
人
　
無
レ
問
無
レ
嫁
　
唯
出
レ
尿
有
レ
窺
。
（
霊
異
記
　
下
第
1
9
）

○
錐
レ
歴
二
多
目
一
元
レ
玲
二
件
敵
4
仇
皆
返
二
遣
諸
国
兵
士
等
可
僅
所
レ
遣
之
兵
不
レ
足
二
千
人
ペ
　
（
将
門
記
　
4
3
7
）

○
江
師
云
「
此
事
我
慢
委
ハ
維
レ
無
レ
見
レ
書
　
故
孝
親
朝
臣
之
従
二
先
祖
一
語
伝
之
由
被
レ
語
。
又
非
レ
無
二
其
謂
ぺ
大
略
粗
書
ニ
モ
有
所
見
欺
…
」

（
江
談
抄
　
三
1
）

○
故
賢
相
伝
云
「
白
氏
文
集
一
本
詩
渡
来
在
二
御
所
一
尤
被
二
秘
蔵
一
人
敢
無
レ
見
。
…
」
（
江
談
抄
　
四
5
）

○
大
臣
装
束
己
畢
　
進
二
軍
門
一
脆
拝
日
「
臣
雉
レ
被
レ
致
美
二
敢
聴
り
命
。
古
人
有
レ
云
『
匹
夫
之
志
難
レ
可
レ
奪
』
方
属
二
乎
臣
∴
⊥
（
江
談
抄
　
六

5
8
）

〇
十
廻
向
理
智
和
合
也
。
従
レ
此
生
二
十
地
一
元
レ
作
二
理
智
ペ
又
翠
一
得
冥
合
一
也
。
仏
果
此
能
生
也
　
（
明
恵
夢
記
　
⑳
凱
）

い
ず
れ
も
、
或
る
行
為
の
客
観
的
描
写
に
と
ど
ま
ら
ず
、
言
語
主
体
の
判
断
と
し
て
示
さ
れ
た
否
定
判
断
の
述
語
と
言
え
る
。
し
か
し
、
古

事
記
（
「
共
レ
与
二
天
地
一
無
レ
退
仕
奉
」
（
中
5
3
0
）
「
悉
無
二
遺
志
一
以
奉
二
幣
卓
也
」
へ
中
は
）
「
兄
子
者
　
既
成
レ
人
是
無
レ
憶
」
（
中
畑
）
「
大
殿
破
壊
　
悉

雄
二
雨
漏
一
都
勿
二
情
理
l
」
（
下
1
8
）
）
　
や
諷
詞
文
稿
（
「
欲
レ
眠
時
不
レ
解
二
帯
紐
一
将
レ
奉
レ
装
時
ニ
ハ
元
レ
説
二
寒
温
一
」
八
m
）
「
元
レ
愛
二
其
身
一
勿
レ
景
ニ



其
命
一
」
（
1
3
5
）
「
為
レ
物
元
レ
事
損
　
如
二
孔
丘
力
凧
軌
ケ
レ
ト
モ
銑
ヲ
不
手
打
」
（
2
6
9
）
）
　
の
例
に
そ
の
よ
う
な
意
味
合
は
無
く
、
単
な
る
否
定
作
用
の
辞

と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
不
」
と
の
語
法
上
の
差
異
は
未
だ
分
明
で
な
い
。
訓
読
の
世
界
で
「
勿
・
無
」
等
の
訓
が
ズ
か
ら
ナ
シ
に
固
定
さ
れ
る

頃
か
ら
現
れ
る
「
不
」
と
「
無
」
系
字
と
の
意
味
・
機
能
の
差
異
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
こ
∴
こ
も
亦
、
背
景
と
す
る
和
語
ナ
シ

と
の
緊
密
さ
或
は
和
化
の
程
度
と
の
関
係
を
示
す
事
象
と
見
得
る
。

状
態
性
の
用
言
を
承
け
る
場
合
は
、
そ
の
用
言
自
体
が
非
存
在
の
概
念
を
も
っ
て
否
定
表
現
（
～
の
状
態
で
存
在
し
な
い
）
と
な
り
得
る
性

格
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
「
不
（
ズ
）
」
で
な
く
「
無
（
ナ
シ
）
」
系
の
字
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
に
意
味
を
認
め
得
る
。
具
体
的
に
は
「
殺
二
一
聞

提
姦
州
レ
有
二
殺
罪
一
」
（
霊
異
記
　
中
第
2
2
）
「
知
二
五
欲
法
一
無
レ
有
二
歓
楽
こ
（
霊
異
記
　
下
第
1
8
）
「
託
レ
鬼
之
人
抱
二
毒
蝉
莫
レ
朽
之
　
向
之
即
現
」

（
霊
異
記
　
下
序
）
「
諦
二
此
施
羅
尼
一
人
堕
二
三
悪
道
一
元
レ
有
二
是
虞
こ
（
諷
詞
文
稿
　
3
2
4
）
「
彼
此
合
戦
間
無
レ
有
こ
勝
負
こ
（
将
門
記
　
獅
）
「
百
里

嵩
車
長
可
レ
轄
　
五
官
操
火
遂
無
レ
燃
」
入
江
談
抄
　
四
”
豊
な
ど
で
あ
る
。
就
中
、
「
有
」
の
否
定
形
は
非
存
在
の
意
と
な
る
が
、
そ
の
表
記
は

「
無
（
元
）
有
」
か
「
未
有
」
で
あ
っ
て
、
「
不
有
」
の
用
例
が
無
い
事
は
象
徴
的
事
象
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
和
語
ナ
シ
の
側

（23）

か
ら
よ
り
強
く
影
響
を
受
け
た
（
和
化
さ
れ
た
）
用
法
で
あ
ろ
う
が
、
漢
文
の
構
文
を
踏
襲
し
た
慣
用
的
用
法
の
「
無
・
元
・
莫
＋
用
言
（
於
）

～
」
も
指
摘
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
霊
異
記
の
「
自
二
生
長
時
壷
二
子
今
日
一
無
レ
過
二
此
哀
こ
（
下
第
1
3
）
「
多
大
方
愁
棄
レ
家
逃
追
給
二
餅

他
国
一
無
レ
遽
二
此
甚
L
（
下
第
空
「
好
二
諸
悪
軍
元
レ
過
二
斯
畢
」
（
中
第
4
0
）
「
証
人
莫
レ
過
二
斯
甚
L
（
上
第
2
7
）
「
往
古
巳
後
莫
レ
過
二
斯
奇
一
」

（
中
第
1
5
）
、
将
門
記
の
「
立
レ
身
修
レ
徳
莫
レ
過
二
於
忠
行
ぺ
損
レ
名
失
レ
利
無
レ
甚
二
於
邪
悪
こ
（
1
9
2
）
「
天
下
騒
動
世
上
彫
発
莫
レ
過
二
於
斯
L
（
響

「
坂
東
之
宏
姦
　
外
土
之
毒
勝
美
レ
甚
二
於
之
一
」
（
4
5
9
）
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
和
化
漢
文
の
「
勿
・
莫
・
無
・
元
」
は
、
当
初
純
漢
文
の
用
法
と
同
じ
で
、
和
文
の
ズ
・
ナ
シ
両
者
に
相
応
す
る
字
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
訓
読
の
世
界
で
そ
の
訓
が
ズ
か
ら
ナ
シ
に
固
定
す
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
、
形
式
体
言
の
具
体
的
表
記
の
有

無
に
拘
ら
ず
、
次
第
に
和
語
ナ
シ
の
意
味
・
機
能
の
側
に
偏
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
事
で
、
活
用
語
承
接
に
於
て
は
、

「
不
」
と
の
差
異
を
明
確
に
し
、
漢
字
の
相
違
が
語
法
の
相
違
を
反
映
す
る
と
い
う
差
別
化
を
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
れ
も
亦
書

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
察
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記
用
漢
字
の
体
系
の
整
備
や
強
化
を
示
す
事
象
と
し
て
捉
え
得
る
の
で
あ
る
。

九
八

む
す
び

本
稿
で
は
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
を
通
し
て
、
用
字
・
語
法
上
の
漢
文
・
漢
語
の
和
化
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
全
体
を
通

じ
て
認
め
得
た
事
は
、
ど
の
用
字
・
語
法
に
於
て
も
、
和
化
の
強
化
と
い
う
共
通
の
動
き
が
根
底
に
あ
る
事
で
あ
る
。
即
ち
、
純
漢
文
に
於

て
は
一
和
語
に
複
数
の
漢
字
が
相
応
し
て
も
、
和
化
漢
文
に
於
て
は
或
る
漢
字
が
一
つ
▼
の
和
語
の
機
能
と
相
応
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
他
の

漢
字
は
他
の
異
な
っ
た
機
能
を
有
す
る
漢
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
単
純
化
が
進
み
、
従
っ
て
、
漢
字
の
相
違
が
背
景
と
す
る
和
語
や

そ
の
語
法
の
相
違
を
反
映
す
る
と
い
う
、
書
記
用
漢
字
の
体
系
の
整
備
や
強
化
と
し
て
捉
え
得
る
の
で
あ
る
。

初
期
の
和
化
漢
文
は
、
表
現
行
為
の
一
手
段
と
し
て
、
漢
文
様
式
の
文
章
に
習
熟
し
て
い
な
い
為
に
、
用
字
・
語
法
も
漢
文
の
規
範
に
従

い
、
或
は
色
濃
く
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
志
向
も
純
漢
文
に
向
き
易
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
も
、
漢
字
と

和
語
と
の
関
係
が
未
だ
不
安
定
で
あ
っ
た
時
点
で
は
、
和
語
の
影
響
は
薄
く
漢
語
の
側
に
傾
き
が
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
文
献

に
既
に
依
拠
す
べ
き
文
章
が
存
し
、
そ
れ
に
模
範
や
出
典
を
求
め
得
る
場
合
は
尚
更
で
あ
る
。
そ
れ
が
次
第
に
漢
文
様
式
の
文
章
で
も
日
本

語
を
表
現
す
る
事
に
あ
る
程
度
自
在
に
な
っ
て
く
る
と
、
純
漢
文
の
影
響
か
ら
完
全
に
は
解
放
さ
れ
得
な
い
な
が
ら
も
、
和
文
の
語
法
に
よ

っ
て
思
考
し
日
本
語
の
方
式
を
活
か
し
て
書
記
さ
れ
る
事
に
な
り
、
和
化
の
度
合
が
強
ま
っ
て
行
く
。
理
解
語
彙
に
比
し
て
表
現
語
彙
が
限

定
的
で
あ
る
状
況
は
語
法
に
於
て
も
同
様
で
あ
り
、
純
漢
文
に
於
て
一
漢
字
が
複
数
の
和
語
の
機
能
に
相
応
す
る
事
を
、
理
解
行
為
と
し
て

の
訓
読
を
通
し
て
は
、
諒
解
し
て
い
て
も
、
表
現
行
為
で
は
そ
れ
よ
り
も
限
定
的
に
基
本
的
な
部
分
に
集
約
さ
れ
る
傾
向
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
更
に
、
漢
文
訓
読
の
世
界
で
漢
字
と
和
語
と
の
関
係
が
固
定
的
に
な
る
と
、
日
本
語
を
書
記
す
る
言
語
環
境
に
於
て
も
そ
の
関
係
が

反
映
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
和
文
の
影
響
の
強
い
和
化
さ
れ
た
用
字
・
語
法
が
和
化
漢
文
の
多
く
の
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
て
行
く
と
考

え
る
の
で
あ
る
。



最
後
に
、
和
文
に
於
て
否
定
表
現
の
補
助
用
言
が
ア
ラ
ズ
か
ら
ナ
シ
へ
と
交
替
し
た
事
と
、
和
化
漢
文
の
否
定
表
現
の
用
字
や
語
法
と
の

関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
結
論
的
に
は
、
調
査
も
考
察
も
不
充
分
で
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
判
然
と
し
な
い
が
、
和
文
と
和

化
漢
文
と
の
間
に
、
そ
の
変
化
し
た
結
果
を
ど
ち
ら
か
が
受
容
す
る
と
い
う
関
係
は
認
め
難
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
和
化
漢
文
に

於
て
は
、
既
に
平
安
時
代
か
ら
、
和
語
ナ
シ
を
背
景
に
し
た
書
記
用
漢
字
「
無
」
系
の
字
が
、
状
態
性
用
言
の
否
定
に
用
い
ら
れ
、
或
は
動

作
怪
動
詞
を
承
け
る
場
合
で
も
、
単
な
る
否
定
の
客
観
的
描
写
で
は
な
く
、
非
存
在
の
概
念
を
有
し
な
が
ら
否
定
判
断
の
述
語
と
し
て
用
．
い

ら
れ
る
事
と
、
和
文
に
於
て
非
存
在
の
意
で
あ
っ
た
ナ
シ
が
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
以
降
、
否
定
表
現
の
補
助
用
言
と
し
て
機
能
し
始
め
る
の

は
、
ま
ず
状
態
・
情
意
性
の
用
言
で
あ
る
形
容
詞
・
形
容
動
詞
と
断
定
の
助
動
詞
を
承
け
る
場
合
か
ら
で
あ
っ
た
事
と
は
、
全
く
無
関
係
で

あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
両
文
体
間
で
相
互
受
容
や
干
渉
が
あ
っ
て
、
用
字
・
語
法
の
変
容
が
進
ん
だ
と
考
え
得
る
よ
う
に
思
う
。

小
林
芳
規
「
上
代
に
お
け
る
書
記
用
漢
字
の
訓
の
体
系
」
　
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
4
5
・
1
0
月
）

注
（
l
）
論
文
。
上
代
に
お
け
る
辞
（
又
は
辞
的
）
の
諸
品
詞
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
指
摘
は
上
代
だ
け
に
限
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
も
主
に
辞
に
関
わ
る
語
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
御
指
摘
の
漢
字
と
訓
と
の
間
に
あ
る
関
係
は
、
語
法
の
面
に
於

て
も
ほ
ぼ
類
似
し
た
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

佐
伯
梅
友
「
『
あ
り
』
と
『
な
し
』
」
　
（
「
古
文
研
究
」
4
、
昭
3
8
・
1
2
月
）

小
林
賢
次
「
否
定
表
現
の
変
遷
－
　
冨
ら
ず
』
か
ら
冒
し
』
へ
の
交
替
現
象
に
つ
い
て
－
」
（
「
国
語
学
」
7
5
、
昭
4
3
・
1
2
月
）

調
査
対
象
と
し
た
資
料
の
テ
キ
ス
ト
と
略
称
、
参
照
し
た
文
献
等
に
つ
い
て
次
に
示
し
て
お
く
。
古
事
記
－
真
福
寺
本
、
日
本
思
想
大
系
『
古
事

記
』
　
（
岩
波
書
店
）
。
日
本
霊
異
記
（
霊
異
記
）
－
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
霊
異
記
』
　
（
岩
波
書
店
）
。
東
大
寺
諷
諦
文
稿
（
諷
詞
文
稿
）
－
『
東

大
寺
諷
論
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
（
風
間
書
房
）
。
将
門
記
－
真
福
寺
本
、
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
（
岩
波
書
店
）
・
東
洋
文
庫
『
将

門
記
』
　
（
平
凡
社
）
・
新
撰
日
本
古
典
文
庫
『
将
門
記
』
　
（
現
代
思
潮
社
）
。
江
談
抄
－
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
』
・
『
類
栗
本
系
江
談
抄
注
解
』
　
（
武
蔵

野
書
院
）
。
和
泉
往
来
－
高
野
山
西
南
院
蔵
本
、
『
和
泉
往
来
』
（
臨
川
書
店
）
・
『
日
本
教
科
書
大
系
（
第
二
巻
）
』
（
講
談
社
）
。
注
好
撰
－
金
剛
寺
蔵

本
、
『
注
好
撰
』
　
（
和
泉
書
院
）
・
『
注
好
選
』
　
（
東
京
美
術
）
。
明
恵
上
人
夢
記
（
明
恵
夢
記
）
1
高
山
寺
資
料
草
書
『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
　
（
東
京

和
化
漢
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お
け
る
否
定
表
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一
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

大
学
出
版
会
）

（
6
）
　
ア
ラ
ズ
は
正
確
に
は
「
ア
ラ
＋
ズ
」
の
二
語
で
あ
る
が
、
「
非
」
に
一
訓
と
し
て
与
え
ら
れ
、
機
能
上
も
一
語
相
当
の
資
格
で
用
い
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
良
い
の
で
、
本
稿
で
は
「
ア
ラ
ズ
」
と
略
記
す
る
。
「
ニ
ア
ラ
ズ
」
も
同
様
。

（
7
）
　
「
弗
」
三
例
÷
匡
」
二
例
・
「
匪
」
五
例
が
霊
異
記
に
拾
え
る
。
二
例
を
除
き
序
文
に
用
い
ら
れ
る
。
江
談
抄
に
も
「
匪
＝
例
が
あ
る
が
漢
詩

の
引
用
で
あ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
の
解
説
で
「
日
本
霊
異
記
の
本
文
は
…
序
文
や
、
引
用
文
、
賛
辞
の
ご
と
き
、
比
較
的
純
正
な
措
辞
法
を
保

つ
と
こ
ろ
と
、
各
説
話
の
主
要
部
を
占
め
る
や
や
変
則
的
な
措
字
法
の
目
立
つ
部
分
と
に
分
け
ら
れ
る
。
全
体
か
ら
見
る
と
、
変
則
的
部
分
の
範
囲

が
広
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
江
談
抄
の
例
も
含
め
て
、
こ
の
三
種
の
漢
字
は
、
い
ず
れ
も
言
語
主
体
が
純
漢
文
の
用
字
・
語
法
の
規
範
を
踏
襲
し
ょ

う
と
し
、
正
格
の
漢
文
を
志
向
し
た
部
分
に
の
み
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
和
化
漢
文
の
用
法
と
は
幾
分
特
殊
で
、
例
外
的
な
用
法
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

（
8
）
　
「
岡
極
」
（
将
門
記
　
1
6
6
）
の
孤
例
。
他
の
資
料
で
は
総
て
「
無
極
」
・
「
元
極
」

（
9
）
　
否
定
作
用
を
有
す
る
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
は
無
い
。
表
－
備
考
欄
参
照
。
因
み
に
、
観
智
院
本
頬
衆
名
義
抄
で
イ
ナ
ヤ
の
訓
が
与
え
ら
れ
る

も
の
に
「
否
仏
中
三
四
」
「
無
仏
下
末
五
二
「
不
僧
下
岩
八
」
、
色
葉
字
類
抄
に
「
否
昌
ヤ
不
敢
無
巳
上
同
」
（
前
田
本
　
上
1
0
ウ
）
が
掲
載
さ
れ
る
。

0

111213114）15）16）

17）

（18）

注
（
1
）
論
文

西
田
太
一
郎
『
漢
文
の
語
法
』
（
角
川
書
店
）

峰
岸
明
『
変
体
漢
文
』
　
（
東
京
堂
出
版
）
　
視
頁
。

内
田
賢
徳
「
百
本
書
紀
』
古
訓
意
訳
の
方
法
－
否
定
表
現
の
場
合
－
」
（
『
論
集
日
本
文
学
・
日
本
語
』
角
川
書
店
）
に
、
訓
読
の
面
か
ら
「
不
」

と
「
ア
ラ
ズ
」
と
の
関
係
を
論
じ
た
部
分
が
あ
る
。

注
（
9
）
　
と
表
I
備
考
欄
参
照
。

藤
堂
明
保
『
漢
語
と
日
本
語
』
（
秀
英
出
版
）
1
1
0
頁
。

小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
か
ら
見
た
打
消
の
訓
法
」
（
「
文
学
論
藻
」
1
2
昭
3
6
・
3
月
）
7
2
貢

本
稿
調
査
対
象
資
料
中
、
名
詞
承
接
「
非
」
は
∵
三
三
例
。
そ
の
内
明
ら
か
に
非
存
在
と
見
な
せ
る
の
は
四
例
。
非
存
在
と
否
定
判
断
「
～
デ
ナ

イ
」
と
の
弁
別
を
明
確
に
し
得
な
い
が
、
非
存
在
の
意
と
も
解
せ
る
例
が
、
霊
異
記
に
五
例
拾
え
る
。
い
ず
れ
も
「
非
＋
名
詞
」
は
主
述
関
係
に
あ

る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

注
（
黛
文
献
に
「
『
勿
』
は
も
っ
ぱ
ら
禁
止
を
表
す
の
に
使
わ
れ
る
」
「
『
母
』
や
『
美
』
を
禁
止
に
使
っ
た
場
合
は
、
そ
ん
な
こ
と
が
『
あ
っ

て
は
な
ら
ぬ
』
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
」
（
1
1
4
貢
）
と
解
説
さ
れ
る
。



（
1
9
）
　
注
（
1
1
）
文
献
に
「
禁
止
と
は
否
定
的
命
令
で
あ
る
。
漢
文
に
は
元
来
命
令
を
表
す
文
字
や
語
法
は
な
い
。
ベ
シ
と
読
む
字
は
あ
る
が
命
令
で
は

な
い
」
「
禁
止
の
場
合
に
不
を
用
い
る
こ
と
は
少
な
く
て
、
通
常
は
無
の
系
統
の
字
を
用
い
る
」
　
（
撒
頁
）
　
と
さ
れ
る
。

（
2
0
）
　
和
化
漢
文
に
於
て
「
無
・
元
」
が
和
語
ナ
シ
を
書
記
す
る
為
の
文
字
で
も
あ
っ
た
事
は
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
内
容
を
持
っ
た
語
（
承
接
語
）
　
の
否

定
と
し
て
附
属
的
に
用
い
ら
れ
る
の
で
な
く
、
非
存
在
の
意
を
有
し
た
詞
と
し
て
単
独
に
用
い
ら
れ
る
（
表
I
で
承
接
語
ナ
シ
一
七
例
）
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
助
動
詞
を
承
け
る
三
一
例
中
の
二
三
例
（
7
4
％
）
が
、
二
重
否
定
の
「
英
不
」
「
無
不
」
「
元
不
」
。
用
言
を
直
接
承
け
る
例
と
は
　
（
特
に
二
重
否

定
の
場
合
）
性
格
を
異
に
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
用
言
承
接
の
例
に
限
っ
て
検
討
す
る
。

（
鬱
　
江
談
抄
に
「
無
止
」
（
四
例
）
が
あ
る
。
総
て
体
言
に
続
く
「
ヤ
ム
ゴ
ト
ナ
キ
」
の
表
記
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
は
、
表
記
さ
れ
な
い
形
式
名
詞

が
、
訓
読
（
理
解
行
為
）
の
際
に
二
次
的
に
補
わ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
和
化
漢
文
で
は
表
現
行
為
の
段
階
で
意
識
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
具

体
的
な
表
記
の
無
い
　
「
無
＋
用
言
」
　
の
形
で
現
れ
る
事
が
あ
り
得
る
事
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
3
）
　
注
（
1
2
）
文
献
、
「
中
国
古
典
文
で
は
普
通
『
美
於
…
』
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
」
　
（
2
5
2
頁
）

和
化
漢
文
に
お
け
る
否
定
表
現
の
一
考
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